






【要約】妊娠と成人病との関連を明らかにすることを目的とし、保健所において実施され

ている成人病健診を受診した中年女性を対象に妊娠分娩歴に関するアンケート調査を行い

成人病に関する検査結果と妊娠分娩歴との関連について検討した。

 心電図異常を示した群では、妊娠分娩・流産回数が、正常群に比し多い傾向が認められ、

また流産や分娩を経験した群は未妊娠群に比しHDL は有意に低値を示し、妊娠・分娩が心

疾患と何らかの関連を有することが示唆された。

  妊娠中に高血圧を示した群では、現在の肥満指数・血圧は有意に高値を示し、HDL は有

意に低値を示した。さらに、産後 1年間の間に体重が回復しなかった群でも、肥満指数・

血庄は有意に高値を示し、HDL は有意に低値を示した。心電図上 ST 下降を示したものの

頻度も有意に高かった。妊娠中の高血圧と共に、分娩後の体重回復状態が将来の高血圧や

脂質代謝の異常と関連を持つことが示され、分娩後の体重管理が保健指導上重要であるこ

とが示唆された。

  2500g 未満の低出生体重児を分娩した群においては、児体重が少なかったほど現在の母

体の体重は多く、血圧も高い傾向が認められ、子宮内発育遅延児出産が成人病発症に関連

を有することが示唆された。


